
✓燃料欠乏対策（燃料タンクのチェック）

シーズンイン時の初出港に際して

バッテリーチェッカーなどを使って、出港前にバッテリーの状態を確認しましょう。
電圧の低下を感じた場合は、補充電やバッテリーの交換を行いましょう！

✓過放電対策（バッテリーの電圧チェック）

燃料タンクが満タンまたは、空で長期間使用していない場合は、結露により水分が含まれる場合があります。
水分が含まれている可能性がある場合はドレイン抜きから水分を抜きましょう！

出港しても大丈夫！？

エンジンを停止し、漂泊状態でGPS等の機器を使用すると、バッテリー電圧が低下し、エ
ンジンがかからなくなることがあります。

アクセサリーバッテリーに切り替えGPS等の機器を使用しましょう！
アイドリング状態では、バッテリーにはほとんど充電されないので注意しましょう！

✓機関故障対策（整備士による点検）
平成２８年のプレジャーボートによる機関故障で最も多かったものはクラッチの異常です。

ボートを買った販売店や整備士がいるマリーナで、出港前に機関の点検をしてもらいましょう！

燃料欠乏により航行できなくなる事故が発生しています。
航海計画をしっかり立て、必要な燃料を搭載し、燃料欠乏を防止しましょう！

例）バッテリーチェッカー

1,000円程度

春先は冬場使用（点検）していない船の多くが出港し、桜前線の北上を追いか
ける様に機関故障を起こす事例が発生しています。

日 付 ：５月1日
場 所 ：広島沖
目 的 ：釣り
故障内容：エンジンが突然停止
原 因 ：燃料欠乏

南の方が暖かくなるのが
早いので、機関故障の事
故が多くなる時期が早く
なる傾向があります。

発航前検査チェックリストを使用して、
事前に確実な点検を実施しましょう。

海上保安庁が提供している海の安全情
報を確認して、気象海象や海上工事の
情報を入手しましょう。

事故防止
の

ポイント

日 付 ：５月15日
場 所 ：宮津沖
目 的 ：遊走
故障内容：エンジンが起動しない
原 因 ：バッテリー端子の緩み

日 付 ：３月８日
場 所 ：浦之前港
目 的 ：釣り
故障内容：エンジンが起動しない
原 因：長期間保管されていた

燃料に水分が混入

日 付 ：３月29日
場 所 ：佐世保沖
目 的 ：釣り
故障内容：エンジンが突然停止
原 因 ：潤滑油欠乏

日 付 ：6月7日
場 所 ：常呂漁港沖
目 的 ：釣り
故障内容：機関再起動しない
原 因 ：バッテリー充電不足の為、

バッテリー過放電

燃料フィルタの目詰まりはないですか。
ゴミが溜っている場合は、フィルタの清掃または交換をしましょう！

「海の安全情報」携帯電話用サイト
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/m/index.html

「海の安全情報」スマートフォン用サイト
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/sp/index.html

お問い合わせ
〒100-8976 東京都千代田区霞が関2-1-3
（代表電話）03-3591-6361

海の安全情報 検索




